
一 般 質 問 通 告 書 
 
                           令和８年 8 月 19 日 
 
 弥 富 市 議 会 議 長 殿 
 
                    弥富市議会議員  小久保 照枝          

 
 下記のとおり質問したいので通告します。 
 

記 
 

書画カメラ ☐使用する  使用しない（どちらかにレ点を付ける） 
※通告書提出後は、議長に許可を得ること（口頭可）。 

 

件  名 肺炎球菌ワクチン独自助成を 

質問項目 
及び要旨 
(具体的内容) 

（1）定期接種の接種率と高齢者肺炎の現状について 

①令和 6、7年度の高齢者肺炎球菌ワクチン定期接種の接種率は 

②制度変更前と比較してどのような傾向が見られるか 

 

（2）結合型ワクチン（PCV20）導入と制度設計に関する国および市の

考え方について 

③国が示している PCV20 導入の理由は 

④23 価肺炎球菌ワクチンの効果は 

⑤すでに 23価ワクチンを接種した高齢者への結合型ワクチン（PCV20）

接種についての考え方は 

⑥PCV20 導入にあたり年齢拡大が見送られた理由についての認識は 

 

（3）制度の狭間にある高齢者に対する市の認識について 

⑦制度の狭間にある高齢者への対応の必要性について、どのように認

識しているのか 

⑧満６６歳以上の高齢者を対象に肺炎球菌結合型ワクチン（PCV20）
の助成事業を実施してはどうか 

 

 

７



答 弁 者 市長・担当部課長 

 

件  名 若い世代の「痩せ」とヤング健診を 

質問項目 
及び要旨 
(具体的内容) 

（1）若い女性の低体重・低栄養について 
①市の認識は 
 
（2）骨粗しょう症の予防について 
②骨粗しょう症検診の受診数は 
③骨粗しょう症検診の周知啓発は 
④骨粗しょう症の予防について本市の対策は 
 
（3）ヤング検診について 
⑤三十歳以上を対象とする骨粗しょう症検診の導入は 
⑥若い世代の健康意識を高めるヤング健診の推進は 
 
（4）学校教育について 
⑦学校教育における栄養教育や身体イメージ教育、そして骨粗しょう

症予防の啓発は行われているのか 
 
（5）周知啓発について 
⑧若い女性への周知・啓発を強化するためどのように進めていくか 
 
（6）中長期的な取り組みについて 
⑨若い女性の痩せ対策と骨粗しょう症予防を一体的に進める中長期

的な方針を、どのように描いているのか 
 
⑩市長総括を 
 
 
 
 
 
 

答 弁 者 市長・担当部課長 


